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'琉球大学理工学部海洋環境学専攻,ｚ琉球大学理学部海洋自然科学科

９０年代中期より造礁サンゴ類に組織の蕊死を伴う感染症の報告が世界中で急

増しており，琉球列島においても観察報告が増えているため，サンゴ礁生態系

への影響が懸念されてきている。

過去に報告されているサンゴに見られる病気の中でも，サンゴ群体表面に局

所的に骨格異常を伴い白色を呈するGrowthanomaly（以後,ＧＡ)は症状が明瞭で

あり，他の病気とは区別が容易である。この病変部は群体上で拡大した後組織が

死亡していく傾向にあることが明らかになっている．

ＯＡ組織では骨格異常に加え，ポリプや隔膜糸の形成が見られない部分が発達

しその部分には過形成または肥大した共肉溝系(gastrovascularcanals)が確認さ

れ，その胃層には褐虫藻が極めて少ないことや，骨格形成に関わる造骨層の造

骨細胞の形態変化(PetersaaM986他３件）が報告されている。

本研究では,ＧＡ組織の死亡機構を検証すると共に,ＧＡ組織でどういった異常

が起きているかを細胞レベルで明らかにすることを目的とし，塊状ハマサンゴ

に見られるＧＡを対象に，胄層細胞とその細胞内に共生する褐虫藻，そして造骨

細胞について注目し観察を行っている。

手法は①TImEL法によるアポトーシスを引き起こしている細胞の検出②

TEMによる細胞形態観察③細胞解離法による免疫応答細胞の検出である。

TUNEL法では健常部と比較してＧＡ組織に特異的にアポトーシスを引き起こ

している細胞は観察されなかったが，膨張した胄層細胞が過密に配列した共肉

溝系が顕著に観察された。これらの細胞内にはほとんど褐虫藻は見られず，中に

は細胞膜が壊れて細胞質が出てしまっているものも観察された。この細胞形態

の特徴は，整死(ネクローシス)の特徴であり，健常部,ＯＡの組織共に組織の基部

に菌糸体または微細藻類(PeterspeMomm)が確認されたためBこの存在とＧＡ組
織の蕊死または発生の相互関係も今後明らかにする必要がある。

②および③の項目については現在進行中である。今後，これらの結果を総合し

てこの病変部に見られる特徴的な細胞応答を明らかにしたい。


